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WHA、WHA決議とは

• WHA（World Health Assembly: 世界保
健総会）は、 WHOの最高意思決定機関

• すべてのWHO加盟国からの代表団が出席
• ジュネーブのパレデナシオンで開催
• この数日間の会議中に、主要な健康問題に関
するWHA決議が採択される

• 特定の取組みを行うよう要請
o 加盟国から加盟国自身への要請
o 加盟国からWHO事務局長への要請

• WHA決議は、加盟国の意志と最高レベルのコ
ミットメントを表す



WHA決議63.3 (2010年)
• 食品安全の世界的管理に関する国際的な合意の重要
性と、世界の健康、飢餓撲滅および栄養失調において食
品安全の果たす役割を再確認

• 加盟国からの要請により効果的に対応するために、食品
媒介人獣共通感染症を含む食品安全のためのWHO
戦略的プラン（ 2013-2022 ）を策定

WHA決議53.15 (2000年)
• 食品安全は公衆衛生上の本質的な優先事項であるとの
認識

• WHOとその加盟国は、国、地域、および国際レベルで食品
由来疾病から消費者を保護するために他分野にまたがる措
置を講じることを約束

• この決議に関連して、食品安全のためのWHOグローバル
ストラテジー「さらなる健康のためのより安全な食品
（Safer food for better health）」が2002年に
WHO執行理事会で承認



なぜ新たなWHA決議とストラテジーが必要なのか? 

• WHAは10年前を最後に食品安全決議を採択し、現在のストラテジー
は2022年に終了

• 従来からの課題：
o低中所得国の多くは、食品安全システムの構築・活用に依然として苦労

• 新たな課題：
oCOVID-19
o気候変動、持続可能な食品システム、食品媒介AMR、食品詐欺、食品のオン
ライン販売

o新しい技術、イノベーション
• 加盟国に主眼を置いたストラテジーが必要



2019国際食品安全
フォーラム

• アディスアベバ（2019年2月）、ジュネーブ（2019年4月）
• WHO、 FAO（国連食糧農業機関）、 WTO（世界貿易
機関）、AU（アフリカ連合）の四機関共催



2019国際食品安全
フォーラム

• 将来の食品安全の
課題と解決策につい
て議論

• 食品安全をさらに強
化しようというグローバ
ルな政治的コミットメ
ントの高まり



世界食品安全の日（ 6月7日）



2020年
新たな食品安全決議(WHA73.5) 
“食品安全の取組み強化”

• 初のバーチャル総会＋Written Silence 
Procedure （書面による沈黙の手順）

• 第73回世界保健総会は2020年7月に新し
い食品安全決議（WHA73.5）を採択。



WHA73.5食品安全決議
「食品安全の取組み強化」の概要



加盟国が努めるべきこと

1. 食品安全に政治的にコミットし続ける
2. 食品安全システムのインフラ整備、リソースの投資
3. 科学的根拠と科学的アドバイスに基づき、新しい技術を考慮

に入れた政策立案
4. すべての人々の安全で栄養価の高い食への持続的アクセス
5. 関連するセクターすべてで横断的に取り組む、One Healthア

プローチの適用
6. 食品由来のAMRに対応（国内、国際（Codex AMRタス

クフォース））
7. Codexの活動に積極的に参加・支援、Codex基準の利用

促進
8. 科学的な情報やデータの共有・利活用を促進（モニタリング、

INFOSAN）
9. 食品事業者の食品安全キャパシティさらに向上、サプライ

チェーンへの民間投資
10. 学校教育・消費者啓蒙・意識向上



WHOが努めるべきこと

1. 食品安全に関するWHOのグローバルストラテジーを更新
2. 2025年までに食品に起因する疾病の負荷（グローバル）に
関する報告を更新

3. WHO予算からCodexへの拠出金を増加
4. Codex基準の利用を促進・加盟国の食品安全に関する政策
立案をサポート

5. INFOSANの利用促進とトレーニング実施
6. 加盟国への技術的支援
7. 食品安全インフラの整備、新しい技術、およびフードチェーンに
沿った新たなリスクに対して、WHOのリーダーシップを発揮



新しい食品安全のための
WHOグローバルストラテジー



食品安全ストラテジーのねらい

各国が食品安全ストラテジーを実践

食品安全分野のプライオリティ向上、予算・人的・
技術的なリソースの拡大

加盟国が自国の食品安全の仕組みや制度を強化

すべての人に安全で健康的な食べ物を届ける

食品由来の世界的な疾病負荷を減らす

ストラテジーは
加盟国にとっての道しるべ

SDGｓ達成に貢献



今回のストラテジーの付加価値

加盟国に主眼を置く
従来の課題にも対応し、
昨今のグローバルな状況に

適合

測定可能で追跡可能な
食品安全指標を策定

取り組みの国際的な調和



新たなストラテジーの５つのプライオリティ分野（案）

1. 国の食品安全管理システムを強化

2. 新しいリスクに対応・新しい機会の活用

3. データ、科学、最新の食品安全情報を強化

4. 利害関係者間の責任の共有

5. 国内および国際的な安全な食品貿易を促進



ストラテジー作成のプロセス

フェーズ1：承認と確立
（2020年下半期）

• 新しい専門家グループ（TAG）の設立
• ロードマップの作成・状況分析
• タイムライン（案）とコンセプトノート

フェーズ2：ドラフト
（2021年前半）

フェーズ3：修正と承認
（2021年後半から2022年5月まで）

• 専門家グループ（TAG）ミーティング
• Webベースの相談
• 加盟国との協議
• 在ジュネーブ政府代表部へのブリーフィング
• ストラテジー（案）

• 6つのWHO地域委員会
• 2022年理事会
• 第75回WHA



ワンヘルス・アプローチ
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公衆衛生緊急
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家畜のエサ
肥料・農薬

生産 貯蔵、保管 輸送・流通 販売

農場から食卓へ（フードチェーン・アプローチ）

食品安全 = みんなの責任

消費者加工

Image courtesy: Food Safety magazine ©MaxyM/Shutterstock
©Olga Klochanko/Shutterstock



フードシステムズ・アプローチ

気候変動 グローバリゼーション・
貿易 社会文化的文脈政治人口増加・人の動き都市化収入の伸びと格差

外的要因

サプライチェーン
食を取り巻く
環境

個人的
ファクター

消費者行動

食事

栄養・健康影響

その他の影響
（社会、経済、

環境）
出典：Fanzo J et al. Nature Food. volume 1, pages243–246(2020) (日本語は仮訳)
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ご清聴どうもありがとうございました。
ご質問・お問い合わせ

yamamotor@who.int
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